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令和７（２０２５）年度 
大阪大学大学院人文学研究科 人文学専攻・日本学専攻基盤日本学コース・芸術学専攻 

（博士前期課程／一般選抜・秋期試験）入学者選抜試験問題 
外国語試験 英語 

［問題用紙は２枚です。］ 
（１枚目/２枚中） 

★一題ごとに別の解答用紙を用い、問題番号を記入すること。 
 
Ⅰ. 次の英文を読んで、下線部を日本語に直しなさい。 
 
 

 

※      問題文は、著者の著作権などに配慮し、省略します。 

なお、出典は以下の通りです。 
 
 
 
 
 
 
【出典】London Review of Books, Vol. 45, No. 13 (29 June 2023), p. 23, 第 3 コラム, 下から

18 行目〜第 4 コラム, 上から 10 行目．一部変更． 
 
 
Ⅱ．次の英文を読んで、全文を日本語に直しなさい。 
 
 
 

 

※      問題文は、著者の著作権などに配慮し、省略します。 

なお、出典は以下の通りです。 
 
 
 
【出典】Peter Clarke, Hope and Glory: Britain 1900-1990 (Penguin Books, 1997), p. 379, ll. 
13-20.   
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Ⅲ. 次の文章の下線部を英語に訳しなさい。 
 
 

 

※      問題文は、著者の著作権などに配慮し、省略します。 

なお、出典は以下の通りです。 
 
 
 
 
 
 
【出典】小林真大 著、『高校・大学から始める批評入門 「感想文」から「文学批評」へ』、

小鳥遊書房、p.4, l.11-p.5, l.4。 
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令和７（２０２５）年度 

大阪大学大学院人文学研究科 人文学専攻・日本学専攻基盤日本学コース・芸術学専攻 

（博士前期課程／一般選抜・秋期試験）入学者選抜試験問題 

外国語試験 ドイツ語 

［問題用紙は１枚です。］ 

（１枚目/１枚中） 

 

問題 １ つぎのドイツ文を日本語に訳しなさい。 

 

 

 

 

 

問題文は、著者の著作権等に配慮し、省略します。なお、出典は次のとおりです。 

 

 

 

 

（出典） Deutsch perfekt, 150 Jahre Deutschland, 2020, Dezember, S.8, Z.4-16. 出題

にあたり本文の一部を改変している。 

 

問題 ２ つぎのドイツ文を日本語に訳しなさい。 

 

 

 

 

問題文は、著者の著作権等に配慮し、省略します。なお、出典は次のとおりです。 

 

 

 

（出典） Rohrsen, Peter: Der Tee, München 2013, S.17, Z.14-21. 出題にあたり本文の一部を改

変している。 
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[１枚目/１枚中] 

 

令和７（２０２５）年度 
大阪大学大学院人文学研究科 人文学専攻・日本学専攻基盤日本学コース・芸術学専攻 

（博士前期課程／一般選抜・秋期試験）入学者選抜試験問題 
外国語試験 フランス語 
［問題用紙は１枚です。］ 

 
問１ 次の文章を日本語に訳しなさい。 
 
【問題文は、著者の著作権等に配慮し、省略します。なお、出典は次のとおりです。 
Michel Tournier, « Pierrot ou Les secrets de la nuit », dans Le Médianoche amoureux [1989], 
Paris, Gallimard, « Folio », 1991, p. 258, l. 3-9.】 
 
問２ 次の文章を日本語に訳しなさい。 
 
【問題文は、著者の著作権等に配慮し、省略します。なお、出典は次のとおりです。 
https://fr.news.yahoo.com/manque-doxygene-ruee-vers-lor-paradis-du-crime-bienvenue-a-la-
rinconada-la-ville-la-plus-haute-du-monde-
122955538.html?guccounter=1&guce_referrer=aHR0cHM6Ly93d3cuZ29vZ2xlLmNvbS8&guc
e_referrer_sig=AQAAAKiitkiL53HFPd4VfpPNgxtqUAJyUetuiipheYYxjxul8AJeug6L3uYFws
i09gGy6qHkBBRTC2fujYmsHJ0pN-
ilwKmeV7L0Vq6gcK4vF8hJqtQXuioUrKj_xnvsccn6WJLTnWbDmq2-
DDSWYFVORGLrK9mdhVIIlzK8zABwbS43 
（冒頭のパラグラフの前半）】 
 
注）percher : (高所に)位置する  éprouver : 苦しめる  cordillère : 山脈  égout : 下水道 

   
問３ 次の文章を日本語に訳しなさい。 
 
【問題文は、著者の著作権等に配慮し、省略します。なお、出典は次のとおりです。

https://www.francetvinfo.fr/les-jeux-olympiques/paris-2024-anne-hidalgo-a-tenu-sa-promesse-
de-se-baigner-dans-la-seine_6671877.html（冒頭のパラグラフ）】 
 
注）à temps pour... : 〜に間に合うように  adjoint : 助役  partagé : 意見が分かれている  
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https://fr.news.yahoo.com/manque-doxygene-ruee-vers-lor-paradis-du-crime-bienvenue-a-la-
https://www.francetvinfo.fr/les-jeux-olympiques/paris-2024-anne-hidalgo-a-tenu-sa-promesse-


 
 
 
 
 
 
 
Ⅰ．次の文章を読んで、以下の問いに答えなさい。 
 
 
 

＊問題文は、著者の著作権などに配慮し、省略します。 
 
 
 
【出典】 
Gli uomini non sono isole. I classici ci aiutano a vivere, Milano, La nave di Teseo 

editore, 2018, pp.58 l.16-59 l.5 
 

 
 
 
問 1. 下線 1）を日本語に訳しなさい。 
 
問 2. 下線 2）を日本語に訳しなさい。 
 
問３. 下線 3）を日本語に訳しなさい。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

令和７（２０２５）年度 
大阪大学大学院人文学研究科 人文学専攻・日本学専攻基盤日本学コース・芸術学専攻  

（博士前期課程／一般選抜・秋期試験）入学者選抜試験問題  
外国語試験 イタリア語 
［問題用紙は２枚です。］ 

（１枚目/２枚中） 
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（2 枚目/2 枚中） 

 

Ⅱ．次の文章を読んで、以下の問いに答えなさい。 
 

 

＊問題文は、著者の著作権などに配慮し、省略します。 

 

 

【出典】 
A.Moravia, A quale tribù appartieni?, Milano, Bompiani, 1981, p.12, l.1-15 
 

 

 

 

 

 

問１．波線部 questa preistoria について、筆者の考えを日本語でまとめなさい。 
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7

問題文は、著者の著作権などに配慮し、省略します。



8

問題文は、著者の著作権などに配慮し、省略します。



（１枚目／2枚中） 

 

令和７（２０２５）年度 
大阪大学大学院人文学研究科 人文学専攻・日本学専攻基盤日本学コース・芸術学専攻 

（博士前期課程／一般選抜・秋期試験）入学者選抜試験問題 
人文学専攻 （哲学哲学史受験分野） 専門試験 

 
［問題用紙はこの用紙を含めて２枚です。］ 

 

注意 ①解答はすべて添付の所定の解答用紙に記入すること 
②問題用紙は持ち帰ること 
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（2枚目／2枚中） 

                                                                       

Ｉ．以下の独語文を日本語に全訳しなさい。 

   

 

 

 

 

※ 問題文は、著者の著作権などに配慮し、省略します。 
       なお、出典は以下の通りです。 
 
 

(Alfred Schütz, Gesammelte Aufsätze I, Martinus Nijhoff, Den Haag, 1971, S. 7, Z. 9-23) 
 

 

 

 

 

II.  懐疑について論じなさい。 

 

 

 

 

 

 

III. 以下の術語の中から、２項目を選択し、その番号を記した上で３行程度で説明しな

さい。 

 
１．「あるものはあり、あらぬものはあらぬ」 
２．神即自然 
３．不可識別者同一の原理 
４．「啓蒙は神話に退化する」 
５．存在論的コミットメント 
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令和７（２０２５）年度 
大阪大学大学院人文学研究科 人文学専攻・日本学専攻基盤日本学コース・芸術学専攻 

（博士前期課程／一般選抜・秋期試験）入学者選抜試験問題 
人文学専攻 （科学技術社会論受験分野） 専門試験 

［問題用紙は２枚です。］ 
（１枚目/２枚中） 

 
注意 ①解答はすべて所定の解答用紙に記入すること 

②問題用紙は持ち帰ること 
 
 
Ⅰ 次の英文を読み、日本語で５行程度で要約しなさい。 
   
 
問題文は、著者の著作権等に配慮し、省略します。なお、出典は次のとおりです。 

 
（Steve Fuller, The Governance of Science: Ideology and the Future of the Open Society, Open University 

Press, 2000, p. 19, ll. 9-26.） 
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（ ２枚目／２枚中 ） 

 
Ⅱ 以下の語句の中から、３項目を選択し、その番号を記した上で、各項目について日

本語で３行程度で解説しなさい。 
 
  １ 生権力（bio-pouvoir） 
  ２ 通約不可能性（incommensurability） 
  ３ 再現性問題 
  ４ 機械論哲学 
  ５ 科学コミュニケーション 
 
 
Ⅲ 科学と資本主義の関係について、論点を整理したうえで、自らの考えを日本語で論

述しなさい。その上で、その要約を５行程度の英文で書きなさい。 
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 （1枚目/2 枚中）

令和７（２０２５）年度 

大阪大学大学院人文学研究科 人文学専攻・日本学専攻基盤日本学コース・芸術学専攻 

（博士前期課程／一般選抜・秋期試験）入学者選抜試験問題 

人文学専攻 （臨床哲学受験分野） 専門試験 

［問題用紙が１枚・添付資料が 1 枚、全部で 2 枚です］ 

 

 

問題１ 次の A〜D の中から２つを選び、簡潔に論じなさい。 

 

A. 他者において出会われる異質性・不快さのもつ意味について、哲学・倫理学の学説

に関連づけて論じなさい。 

B. 現代社会における健康・福祉に内在する権力（ないし暴力）や管理の問題について、

フーコーその他の哲学・倫理学の理論に関連づけて論じなさい。 

C. 身体と所有（私有・共有・分有など）の関係について、諸学説に関連づけて論じな

さい。 

D. 生命倫理などの応用倫理学の理論では割り切れないことについて、事例を挙げなが

ら論じなさい。 

 

問題２ 別紙資料は、女性の生殖的身体の管理をテクノロジーで支援する動きについて書かれ

た文章の一部である。この文章を読んで「フェムテック」について批判的に論じなさ

い。なお、文章は出題意図により一部省略してある。 

 

問題文は、著者の著作権等に配慮し、省略します。なお出典は次のとおり。  

出典：美馬達哉編『《未来世界を哲学する・第８巻》社会防衛と自由の哲学』、第４

章：デジタル化と社会防衛、丸善出版、2024 年、148 頁 7 行目〜151 頁 9 行目。 
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Web 用 

1 
 

令和 7（2025）年度 
大阪大学大学院人文学研究科 人文学専攻・日本学専攻基盤日本学コース・芸術学専攻 

（博士前期課程／一般選抜・秋期試験）入学者選抜試験問題 
 人文学専攻  （東洋史学受験分野） 専門試験 

［問題用紙は 6 枚です。］ 
（1 枚目/6 枚中） 

 
 

［問題用紙は 6 枚です。Ⅰ～Ⅳについて，それぞれ別々の解答用紙を使用すること］ 

 
 
Ⅰ 論述問題 

次の 2 問から１問を選び，解答しなさい。解答に当たっては，いずれを選んだかを冒頭に記入

すること。 
 
（A）アジアの君主号を 3 つ以上取り上げ，それぞれの称号が使用された歴史的経緯を説明せよ。 
 
（B）アジアの海上交易ネットワークについて，知るところを述べなさい。 
 
 
 
Ⅱ 基礎事項問題 

次の（a）～（j）の事項について知るところを，それぞれ 2 行程度で簡潔に答えなさい。 
［問題Ⅰとは別の解答用紙を用いること］ 

 
（a）文成公主      （b）港市国家      （c）ザミンダーリーZamindari 
（d）朝鮮通信使           (e)『皇輿全覧図』    （f）銭大昕 
（g）孔穎達             （h）景徳鎮    （i）人民公社   （j）西安事件  
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Web 用 

2 
 

（2 枚目/6 枚中） 
 

Ⅲ 漢文問題 

 

 

 右の漢文は，清代の趙翼が著した『廿二史箚記』

巻 5・籍没財産代民租の全文である。これを読ん

で，語注も参照しつつ，下の問いに答えなさい。 
  問題I・IIとは別の解答用紙を使用すること。 
 
 

語注 掊
ほう

克：財物を収奪する 苞苴：賄賂 

   裒益：裒多益少（資産の再分配） 

 
 
 
問 1 傍線部①の漢文（権臣～民財）をすべてひ

らがなで書き下しなさい。 
問 2 傍線部②の漢文（県官～之半）をすべて現

代日本語訳しなさい（日本語常用漢字を用

いること）。 
問 3 傍線部③の漢文（李絳奏言～仍還之民）を

すべてひらがなで書き下しなさい（割註部

分を除く）。 
問 4 傍線部④の漢文（明臣～之費）をすべて現

代日本語訳しなさい（日本語常用漢字を用

いること）。 
  

③ 

④ 

① 

② 
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Web 用 

3 
 

（3 枚目/6 枚中） 
Ⅳ 選択外国語問題 
 

下の(1)〜(5)から 1 問を選んで解答しなさい。ただし，問題 I・II・III とは別の解答用紙を使用

し，選択した問題番号を記入すること。 
 

（1）英語問題 
語注も参照しつつ，次の英語の文章をすべて日本語に訳しなさい。 
 

問題文は、著者の著作権等に配慮し、省略します。なお、出典は次のとおりです 

 
 

語注 Yan Yuan ：顔元（1635-1704）。明末清初期の学者。 
 

【Huang, Martin, Negotiating Masculinities in Late Imperial China, Honolulu: University of 
Hawai’i Press, 2006, p. 86, ll. 5-18】  

17



Web 用 

4 
 

（4 枚目/6 枚中） 
 
（2）ドイツ語問題 

次のドイツ語の文章をすべて日本語に訳しなさい。 
 

問題文は、著者の著作権等に配慮し、省略します。なお、出典は次のとおりです 

 
【A. Kieser, “(Rezension) A. Selbitschka, Prestigegüter entlang der Seidenstraße? (Wiesbaden, 2010).” Orientalische 

Literaturzeitung 107-1, 2012, p. 62a, ll. 19–37】 

 
 
（3）フランス語問題 

次のフランス語の文章をすべて日本語に訳しなさい。ただし，注番号は無視すること。 
 

問題文は、著者の著作権等に配慮し、省略します。なお、出典は次のとおりです 

 
【François Gipouloux, Commerce, argent, pouvoir: L’impossible avènement du capitalisme en Chine, XVIe-XIXe Siècle, 

Paris: CNRS éditions, 2022, p. 68, ll. 15-25】 
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Web 用 

5 
 

 
（5 枚目/6 枚中） 

 
 
（4）ロシア語問題. 

次のロシア語の文章をすべて日本語に訳しなさい。ただし，注番号は無視すること。 
 
問題文は、著者の著作権等に配慮し、省略します。なお、出典は次のとおりです 

 
【П. Б. Лурье, “Топонимические данные о бухарском диалекте согдийского языка.” In: Государственный Эрмитаж, 

Труды Государственного Эрмитажа 75: Бухарский оазис и его соседи в древности и средневековье: на основе 

материалов научных конференций 2010 и 2011 гг., Санкт-Петербург: Издательство Государственного Эрмитажа, 2015, 

p. 127, ll. 4–13】 

 

  

19



Web 用 

6 
 

（6 枚目/6 枚中） 
（5）中国語問題 
 
 次の中国語の文章を読み，下記の問いに答えなさい。ただし，注番号は無視すること。

  
問題文は、著者の著作権等に配慮し、省略します。なお、出典は次のとおりです 

 
【費孝通『江村経済』北京：商務印書館，2002，p. 69, ll. 6-15】 

 

 

 

問 1 文中の下線部 (a)～(d)の漢字を，すべて標準漢語ピンインに直しなさい（声調も付すこと）。 

問 2  上の中国語をすべて日本語に訳しなさい 
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令和７（２０２５）年度 

大阪大学大学院人文学研究科 人文学専攻・日本学専攻基盤日本学コース・芸術学専攻 

（博士前期課程／一般選抜・秋期試験）入学者選抜試験問題 

人文学専攻 （西洋史学受験分野） 専門試験 

［問題用紙は２枚です。］ 

（１枚目/２枚中） 

 
注意：解答は、別紙解答用紙に設問番号を書いてから記入しなさい。また、各設問の枝問の記号

や番号も記すこと。 

 

 

設問１. ①～③から一問を選択し、解答しなさい。 

 

① 西洋の歴史における反乱、蜂起、内乱について、具体的な例をあげて、その主体、原因、目

的、結果等について論じなさい。 

 

② 19 世紀は移民の世紀と呼ばれるが、国境を越えて移動する人間の動きは 20 世紀に入っても

続いた。19 世紀と 20 世紀前半では、移民の性質に変化がみられるが、第 2 次世界大戦を経

て、20 世紀後半にはさらに大きな変化が生じた。19 世紀から 20 世紀にかけてのグローバル

な移民の動きを三つくらいの時代に分けて、叙述しなさい。 

 

③ 現在の日本では、政教分離の原則をとっているが、歴史上、宗教的権威と、王や皇帝、議会

といった政治組織の関係性は様々であった。その関わりについて、二つ以上の事例を取り上げ

て比較しなさい。 

 

 

設問２．①～⑥の語句のなかから三つを選択し、説明しなさい。 

 

① 神託（古代ギリシア・ローマ） 

② カロリング・ルネサンス 

③ 公共圏 

④ 南北戦争 

⑤ 人民戦線 

⑥ E. H. カー 
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（２枚目／２枚中） 

 
設問３．下記の英文は、David A. Bell, The Cult of the Nation in France. Inventing Nationalism, 
1680-1800 (Cambridge Ma./London : Harvard University Press, 2003)の Introduction からの抜

粋（p.3, l.29-p.7, l.13）です。以下の問いに答えなさい。 
 
（１）下線部①の内容を説明しなさい。 
（２）下線部②に関して、nationalists や nationalism が抱える矛盾とはどのようなものか説明

しなさい。 
（３）③の箇所を日本語で全訳しなさい。 
（４）著者によると下線部④は具体的に何を指すのか説明しなさい。 
（５）著者によると下線部⑤はどのような過程を経て出現するのか説明しなさい。 
 
 
 
英文は、著者の著作権等に配慮し、省略します。 
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令和７（２０２５）年度 
大阪大学大学院人文学研究科 人文学専攻・日本学専攻基盤日本学コース・芸術学専攻 

（博士前期課程／一般選抜・秋期試験）入学者選抜試験問題 
人文学専攻 （人文地理学受験分野） 専門試験 

［問題用紙は２枚です。］ 
（１枚目/２枚中） 

 
(中辞典程度の英語辞書の持ち込みを可とします) 

 
以下の問１～問３に答えなさい。解答は解答用紙に記入のこと。 

 
 
問１ 
 次の(a)～(f)は、人文地理学に関連する用語を挙げたものである。これらの中から１つを

選んで簡潔に説明しなさい。なお、選んだ項目のアルファベットを明記すること。 
 

(a) 人文主義的地理学         (b) 距離の摩擦 
(c) ジェントリフィケーション        (d) 経路依存性 
(e) メンタル・マップ         (f) アブラヤシ栽培 

 
問２ 

次の(a)～(d)の４つの問いの中から１つを選んで解答しなさい。なお、選んだ問いのアル

ファベットを明記すること。 
 
(a) 日本の奥地山村や離島における地域労働市場の特徴について、具体的に説明しなさい。 
(b) グローバル・シティの産業や社会の特徴について、例を挙げて説明しなさい。 
(c) 文化の分布や拡散に関する研究について、ラッツェルとヘーゲルストランドの方法を

比較しなさい。 
(d) 日本のアグリビジネスによる農業生産の地域的影響について、例を挙げて説明しなさ

い。 
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 2

（２枚目/２枚中） 
問３ 
 次の英文はある学術論文の要旨の全文である。これを読んで、下の問い(問ア・問イ)に答

えなさい。 
 
 
問題文は、著者の著作権等に配慮し、省略します。なお、出典は次のとおりです。 

 

Hibbs, Jr., D.A. and Olsson, O. 2004. Geography, biogeography, and why some countries are rich and 

others are poor. PNAS 101(10):3715-3720. doi: 10.1073/pnas.0305531101 (p.3715) 中の Abstract 全

文。 

 
 

問ア    
   上の英文の全文を日本語に訳しなさい。  
 
 

問イ 
  下線部(a)が、なぜ現在の大きな格差を生み出すことになったのか。推論して述べなさ

い。 
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問題文は、著者の著作権などに配慮し、省略します。



令和７（２０２５）年度 
大阪大学大学院人文学研究科 人文学専攻・日本学専攻基盤日本学コース・芸術学専攻 

（博士前期課程／一般選抜・秋期試験）入学者選抜試験問題 
人文学専攻（英米文学受験分野） 専門試験 

［問題用紙は ６ 枚です。］ 
（１枚目/６枚中） 

 
★一題ごとに別の解答用紙を用い、問題番号を記入すること。 
 

Ⅰ．次の英文を読み、議論の内容を要約し、またそれに対してどのように考えるかを、あわ
せて 800 字程度の日本語で論述しなさい。 

 
 
 
 
 
 
 
 

※      問題文は、著者の著作権などに配慮し、省略します。 

なお、出典は以下の通りです。 
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【出典】Tennessee Williams: The Theatricalising Self (C.W.B. Bigsby) in Harold Bloom ed. 

Bloom’s Period Studies: Modern American Drama, (Philadelphia: Chelsea House 
Publishers, 2005. p.266, l.18 - p.268, l.24) 一部改変。 
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Ⅱ．以下の文章はある小説の冒頭部分である。これを読んで、一人称の語り手兼主人公の人
生についてどのような物語的状況が読み取れるか、100〜150 語程度の英語で説明しなさい。 
 
※解答のヒントになるので、出典情報は省略しています。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※      問題文は、著者の著作権などに配慮し、省略します。 

なお、出典は以下の通りです。 
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【出典：Paul Auster, The Locked Room. The New York Trilogy. 1987. Faber, 2011. p.201 l.1〜p.203 

l.15.】 
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Ⅲ．次の英詩を読んで、設問に答えなさい。 

 
 
 
 
 
 
 
 

※      問題文は、著者の著作権などに配慮し、省略します。 

なお、出典は以下の通りです。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１．この詩全行を日本語になおしなさい。 
 
２．この詩において、詩人の連想力は ʻEngland’と ʻLucy’とをどのように関連づけているか。
それについて 300 字程度で解説しなさい。 
 
 
 
 
【出典】Romantic Poetry and Prose, ed. Harold Bloom and Lionel Trilling (New York: 
Oxford UP, 1973), p. 155, ll. 1-16 
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Ⅳ．次の日本語を英語に訳しなさい。 

 
 
 

※      問題文は、著者の著作権などに配慮し、省略します。 

なお、出典は以下の通りです。 

 
 
 
 
 
【出典】稲垣恭子「旅することと人生の物語」，やまだようこ編著『人生を物語る――生成
のライフストーリー――』（ミネルヴァ書房，2000 年），p. 222, l. 22 - p. 223, l. 1． 
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令和７（２０２５）年度 

大阪大学大学院人文学研究科 人文学専攻・日本学専攻基盤日本学コース・芸術学専攻 

（博士前期課程／一般選抜・秋期試験）入学者選抜試験問題 

人文学専攻（ドイツ文学受験分野） 筆記試験 

［問題用紙は２枚です。］ 

 

（１枚目／２枚中） 

 

 

問題 １ つぎのドイツ文のうち下線部a)およびb)を日本語に訳しなさい。 

 

 

 

 

 

 

問題文は、著者の著作権等に配慮し、省略します。なお、出典は次のとおりです。 

 

 

 

 

 

（出典）Denecke, Ludwig: Märchen verbinden die Völker. In: Röth, Diether / Kahn, Walter: 

Märchen und Märchenforschung in Europa. Frankfurt a. M. 1993, S.14, Z.1-1０. 
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（２枚目/2 枚中） 

 

問題 ２ つぎのドイツ文を日本語に訳しなさい。 

 

 

 

 

問題文は、著者の著作権等に配慮し、省略します。なお、出典は次のとおりです。. 

 

 

 

（出典） Nusser, Peter: Deutsche Literatur. Eine Sozial- und Kulturgeschichte. Vom 

Barock bis zur Gegenwart. Darmstadt 2012, S.336, Z.7-16. 出題にあたり、本文の一部を改変し

ている。 

 

 

問題 ３ ドイツ文学・文化とその歴史にかかわる以下の事項から３つを選び、知るところを日本語で述べ

なさい（それぞれ２５０字程度）。 

 

1) Rahmenerzählung     2) Volkslied      3) Bildungsroman     

4) Spätromantik      5) Vormärz     6) Wiener Moderne     

7) Berliner Ensemble     8) Die Verwandlung von Franz Kafka 

9) Das Cabinet von Dr. Caligari     10) Yoko Tawada 

 

 

問題 ４ つぎのテーマからひとつを選び、ドイツ語で自由に論じなさい（２００語程度）。 

 

1) Tourismus   2) Einsamkeit   3) Theater  
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[１枚目／２枚中] 

 

令和７（２０２５）年度 

大阪大学大学院人文学研究科 人文学専攻・日本学専攻基盤日本学コース・芸術学専攻 

（博士前期課程／一般選抜・秋期試験）入学者選抜試験問題 

人文学専攻 （フランス文学受験分野） 専門試験 

 [問題用紙は２枚です。] 

 

問１ 次の文章を日本語に訳しなさい。 

 

 

 

【問題文は、著者の著作権等に配慮し、省略します。なお、出典は次のとおりです。 

Milan Kundera, L'Ignorance [2000], dans Œuvre, éd. François Ricard, tome II, Paris, 
Gallimard, coll. « Pléiade », 2011, p. 464, l. 13-32.】 

 

 

 

注）Arnold Shönberg : アルノルト・シェーンベルク（オーストリア出身の作曲家） 

se mettre en branle : 揺れ動く   stipuler : 明示する 

Calypso : カリュプソ（『オデュッセイア』でオデュッセウスが漂着する島の女主人）  

Ulysse : オデュッセウス  Pénélope : ペネロペイア（オデュッセウスの妻） 
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[２枚目／２枚中] 

 

問２ 次の A〜F の人名、作品名または用語から２つを選び、それぞれについて３〜５行程度の

日本語で説明しなさい。 

 
A. Chanson de Roland 

B. Guerres de Religion 

C. Gustave Flaubert 

D. Jean Racine 

E. Nouveau roman 

F. Roman épistolaire 

 

  

 

 

 

問３ 博士前期課程におけるあなたの研究主題について、これまでの研究との関連を明示しな

がら、フランス語で具体的に述べなさい。 
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令和７（２０２５）年度 

大阪大学大学院人文学研究科 人文学専攻・日本学専攻基盤日本学コース・芸術学専攻 
（博士前期課程／一般選抜・秋期試験）入学者選抜試験問題 

日本学専攻 （現代日本学受験分野） 専門試験 
 

［問題用紙は 1 枚です。］ 
（１枚目/1 枚中） 

 
  以下の〔Ⅰ〕〜〔Ⅲ〕に日本語で答えなさい。 
 
〔Ⅰ〕日本研究の観点から、「移動」について論じなさい。 
 
 
〔Ⅱ〕次の項目から、4項目を選び、各項目について 5行程度で説明しなさい。 

 
(1) 『夢ノ代』    (2) 長沼（高村）智恵子    (3) 「戦争記録画」   (4) 55 年体制 
 
(5) 昭和史論争  (6) 『大東亜戦争肯定論』   (7) 「便所からの解放」 
 
(8) 労働者派遣法   (9) ロストジェネレーション（日本）  
 
(10) 大江健三郎    (11) 常民      (12) 亀甲墓 

 
 
〔Ⅲ〕次の 4 問のうちの１つを選んで答えなさい。 

 

(1) 民俗誌における他者とは誰か、あなたの視点を設定して論じなさい。 
 
(2) 戦後日本にみられた「単一民族国家」認識について、具体的事例や先行研究をあげながら論じなさ

い。 
 
(3) 日本の「1960 年代」について、国際比較の観点も導入しつつ論じなさい。 
 
(4) 近代日本の教育制度はジェンダーの形成にどのようにかかわってきましたか。具体的な時期や制

度を取り上げて論じなさい。 
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（ 八 枚 目 ／ 八 枚 中 ） 
 

 

（ ３ ） 次 の 史 料 の 「 」 で 囲 ん だ 部 分 に つ い て 、 見 取 書 （ く ず し 字 を そ の ま ま 現 在 の 文 字 に 置

き か え て 写 す こ と ） を 記 し な さ い 。 な お 、 原 文 に し た が っ て 改 行 す る こ と 。 
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令 和 七 ︵ 二 〇 二 五 ︶ 年 度  
大 阪 大 学 大 学 院 人 文 学 研 究 科  人 文 学 専 攻 ・ 日 本 学 専 攻 基 盤 日 本 学 コ ー ス ・ 芸 術 学 専 攻  

︵ 博 士 前 期 課 程 ／ 一 般 選 抜 ・ 秋 期 試 験 ︶ 入 学 者 選 抜 試 験 問 題  
        日 本 学 専 攻 基 盤 日 本 学 コ ー ス ︵ 日 本 文 学 ・ 日 本 語 史 学 受 験 分 野 ︶  専 門 試 験         

[ 問 題 用 紙 は 六 枚 で す ︒ ] 

︵ 一 枚 目 ／ 六 枚 中 ︶  

一  次 の 文 章 を 読 ん で ︑ 後 の 問 い に 答 え な さ い ︒ ︵ こ の 問 題 に つ い て 解 答 用 紙 一 枚 を 用 い ︑ 縦 書 き に す る こ と ︶  
 

今 は 昔 ︑ ＊ 一 条 摂 政 と は ＊ 東 三 条 殿 の 兄 に お は し ま す ︒ 御 か た ち よ り は じ め ︑ 心 用
も ち

ひ な ど め で た く ︑ 才 ︑

有 様 ︑ ま こ と に い み じ く お は し ま し ︑ ま た 色 め か し く 女 を も 多 く 御 覧 じ 興 ぜ さ せ 給 ひ け る が ︑ 少 し 軽 々

き や う き や う

に お ぼ え さ せ 給 ひ け れ ば ︑ 御 名 を 隠 さ せ 給 ひ て ︑ 大 蔵 の 丞 豊 蔭 と 名 の り て ︑ 上 な ら ぬ 女 の が り は 御 文 も

遣 は し け る ︒ 懸
け

想
さ う

せ さ せ 給 ひ ︑ 逢 は せ 給 ひ も し け る に ︑ 皆 人 ① さ 心 得 て 知 り 参 ら せ た り ︒  

や ん ご と な く よ き 人 の 姫 君 の も と へ お は し ま し 初 め に け り ︒ 乳 母 ︑ 母 な ど を 語 ら ひ て ︑ 父 に は 知 ら せ

さ せ 給 は ぬ 程 に ︑ 聞 き つ け て ︑ い み じ く 腹 立 ち て ︑ 母 を ＊ 責
せ

た め ︑ 爪 弾 き を し て ︑ い た く の た ま ひ け れ

ば ︑ ﹁ さ る 事 な し ﹂ と あ ら が ひ て ︑ ﹁ ま だ し き 由
よ し

の 文 書 き て 給
た

べ ﹂ と ︑ 母 君 の わ び 申 し た り け れ ば ︑  

 Ａ   人 知 れ ず 身 は い そ げ ど も 年 を 経 て な ど 越 え が た き 逢 坂 の 関  

と て 遣 は し た り け れ ば ︑ 父 に 見 す れ ば ︑ ﹁ ② さ て は 空 事
そ ら ご と

な り け り ﹂ と 思 ひ て ︑  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

︵ ﹃ 宇 治 拾 遺 物 語 ﹄ よ り ︶  
 

＊ 一 条 摂 政   藤 原 伊 尹 ︒ 平 安 中 期 の 歌 人 ︒ 家 集 に ﹃ 一 条 摂 政 御 集 ﹄ が あ る ︒  ＊ 東 三 条 殿   藤 原 兼 家 ︒   

＊ 責 た め   強 く 責 め て ︒  
 
 

問 一  傍 線 部 ① に つ い て ︑ ど の よ う な こ と を 知 っ て い た の か ︒ 詳 し く 説 明 し な さ い ︒  

問 二  Ａ は ︑ 誰 か ら 誰 へ 送 ら れ た ︑ ど の よ う な 内 容 の 歌 か ︒ ﹁ 母 君 ﹂ の 意 図 を 踏 ま え て 詳 し く 説 明 し な さ い ︒  

問 三  傍 線 部 ② で ︑ ﹁ 父 ﹂ は ど の よ う な こ と を 考 え て い る の か ︒ 詳 し く 説 明 し な さ い ︒  

問 四  影 印 部 分 を す べ て 正 確 に 翻 字 し な さ い ︒ な お ︑ 改 行 箇 所 は 原 文 に 従 う こ と ︒  
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（   二  枚 目 ／  六  枚 中 ）  

 

二  次 の 資 料 は ︑ 明 恵 上 人 ︵ 一 一 七 三 ― 一 二 三 二 ︶ の 言 葉 を ︑ 明 恵 の 死 後 に 弟 子 の 長 円 が 書 き 留 め た ﹃ 却 廃 忘 記 ﹄

の 一 部 で あ る ︒ こ れ を 読 ん で ︑ 後 の 問 い に 答 え な さ い ︒ な お ︑ 本 文 は 漢 字 を 適 宜 通 行 字 に 直 し ︑ 読 点 ・ 改 行 を

施 し た が ︑ 濁 点 は 付 し て い な い こ と に 注 意 す る こ と ︒  

（ こ の 問 題 に つ い て 解 答 用 紙 一 枚 を 用 い 、 縦 書 き に す る こ と 。 不 足 の 場 合 は 、 追 加 用 紙 を 申 し 出 る こ と ）  

 
 
  胎 蔵 界 伝 受 時 ︑ 仰 云 ︑  

此 ハ 両 部 ノ 大 日 如 来 ニ ウ ケ マ イ ラ ス ル ト 思 ハ セ 給 ヘ キ 也 ︑ 我 ハ ヨ ミ テ ヲ シ 候 ハ ン ト 云 々 ︑  

又 ︑ 如 此 ノ 伝 受 ノ 不 審 等 ハ 空 達 房 ニ タ ツ ネ 申 ス ヘ キ 也 ︑  

又 ︑ 事 相 真 言 師 ノ 悉 曇 ヲ ヨ ソ ニ ス ル ハ ︑ イ ハ レ ヌ 事 也 ︑  

悉 曇 ハ 事 相 ニ 付 ヘ キ 事 ニ テ コ ソ ア ル ニ ︑ 近 来 ハ 別 道 ニ シ タ ル ︑ イ ハ レ ス オ ホ ユ ︑  
 
  或 時 ︑ 被 仰 正 達 房 阿 闍 梨 云 ︑  

御 辺 ハ 先 師 闍 梨 タ チ ノ オ ハ シ マ シ ヽ 定 ヲ 思 ハ エ ︑ 其 定 ニ ア ラ ハ ヤ ト 思 食 ス ︑ 我 ハ 又 ︑ 恵 果 弘 法 等 ノ 御 行 儀 ヲ マ ナ

フ ︑ 同 真 言 ニ コ ノ ミ タ ル ヤ ウ ︑ 差 別 候 カ コ ト ク 云 々 ︑ 是 物 ノ タ ト ヒ ニ 被 仰 之  
 

閼 伽 桶 ヲ 腰 ヨ リ 下 モ ニ サ ケ テ モ ツ ハ ︑ 不 浄 ノ 事 也 ︑ 高 ク モ ツ ヘ シ ︑  

又 ︑ 閼 伽 水 ナ ト ハ ︑ 我 ハ 昔 シ ハ フ ツ ト 人 ニ ハ ト ラ セ ス ︑ イ カ ニ モ 自 作 ト リ キ ︑ 如 法 サ シ タ ル 急 用 ノ ア リ シ 時 ソ ︑

ヲ ノ ツ カ ラ 人 ニ ト ラ ス ル 事 モ ア リ シ ︑  

又 ︑ 見 性 房 ノ 仰 ラ レ シ 事 ノ 耳 ニ ト マ リ シ 事 ノ 侍 ハ ︑ ハ ル ノ ス ヱ ︑ 夏 ノ ハ シ メ ニ ハ ︑ シ キ ミ ノ 花 ノ ︑ ミ ル 〳 〵 ト シ

テ 心 ヨ ケ ナ ル カ ︑ 仏 ニ マ イ ラ セ テ ム ス ト オ ホ ヘ テ ウ レ シ キ ト ︑ オ ホ セ ラ レ シ ヲ ︑ ア ハ レ ニ 心 ニ ト マ リ テ オ ホ ユ ル

ト 云 々 ︑  
 
 

問  こ の 資 料 か ら 読 み 取 れ る 当 期 の 日 本 語 の 特 徴 を ︑ こ の 資 料 の 成 立 時 期 や 成 立 経 緯 に 十 分 留 意 し た 上 で ︑ 以 下

の ︵ ア ︶ 〜 ︵ ウ ︶ の 三 点 と ︑ ︵ エ ︶ 自 由 に 設 定 し た 一 点 の ︑ 四 つ の 観 点 か ら 論 じ な さ い ︒ そ れ ぞ れ ︑ 項 を 分 け て 述

べ る こ と ︒  
 ︵ ア ︶ 終 止 形 ・ 連 体 形 の 合 一  
 ︵ イ ︶ 副 詞  
 ︵ ウ ︶ モ ダ リ テ ィ  
 ︵ エ ︶ ︵ あ な た が 設 定 し た 観 点 ︶  
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（   三  枚 目 ／  六  枚 中 ）  

 

三 日 本 文 学 専 攻 予 定 の も の は 三 ( Ａ ) を 、 日 本 語 史 学 専 攻 予 定 の も の は 三 （ Ｂ ） を 選 択 し な さ い 。  

 

三 ( Ａ ) 次 の 文 章 は 、 川 端 康 成 「 白 い 花 」 の 全 文 で す 。 こ の 文 章 を 読 み 、 後 の 問 い に 答 え な さ い 。  

 

（ こ の 問 題 に つ い て 解 答 用 紙 一 枚 を 用 い 、 横 書 き に す る こ と 。 不 足 の 場 合 は 、 追 加 用 紙 を 申 し 出 る こ と ）  

《 引 用 は 川 端 康 成 『 掌 の 小 説 』 （ 新 潮 文 庫 、 一 九 七 一 年 ） 六 二 〜 六 六 頁 、 初 出 『 文 藝 時 代 ﹄ 一 九 二 四 年 十 二 月 。 》 

 

 

問 題 文 は 、 著 者 の 著 作 権 に 配 慮 し 、 省 略 し ま す 。 な お 、 出 典 は 問 題 文 に 示 し た と お り で す 。   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（   四  枚 目 ／  六  枚 中 ）  
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問 一  彼 女 が 医 者 や 小 説 家 の 男 を 「 厭 」 に な っ た の は 、 な ぜ か 、 本 文 全 体 の 内 容 を 踏 ま え 、 論 述 し な さ い 。 

 

問 二  傍 線 部 ① 彼 女 が 「 「 桃 色 」 と い う 言 葉 を 思 い 出 し て 笑 っ て い る 」 の は な ぜ か 。 ま た 傍 線 部 ② 「 誰 か 男

が 一 こ と 自 分 を 求 め れ ば 、———— こ く り と う な ず こ う 」 と は 、 具 体 的 に は ど う い う こ と か 。 本 文 全 体 の 内 容

を 踏 ま え 、 詳 述 し な さ い 。  

 

問 三  こ の 小 説 を あ な た が 論 じ る と し た ら 、 ど の よ う に 論 じ る か 。 小 説 テ ク ス ト 内 の 分 析 、 語 り や 叙 述 、 引

用 や 翻 案 な ど の 他 作 品 と の 相 互 関 係 の 考 察 や 比 較 、 同 時 代 状 況 と の 関 係 性 、 あ な た 自 身 の 問 題 関 心 と 交 錯

さ せ て の 考 察 な ど 、 こ の 小 説 を 論 じ る 場 合 に 、 あ な た が 着 想 す る ア イ デ ィ ア や 方 向 性 を 示 し 、 論 述 し な さ

い 。  

 

問 四  川 端 康 成 に つ い て 知 っ て い る こ と を 述 べ な さ い 。  

 

（ こ の 問 題 に つ い て 解 答 用 紙 一 枚 を 用 い 、 横 書 き に す る こ と 。 不 足 の 場 合 は 、 追 加 用 紙 を 申 し 出 る こ と ）  
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（   五  枚 目 ／  六  枚 中 ）  

 

日 本 文 学 専 攻 予 定 の も の は 三 ( Ａ ) を 、 日 本 語 史 学 専 攻 予 定 の も の は 三 （ Ｂ ） を 選 択 し な さ い 。  

三 ︵ Ｂ ︶ 以 下 の 問 い に 答 え な さ い 。  

（ こ の 問 題 に つ い て 解 答 用 紙 一 枚 を 用 い 、 縦 書 き に す る こ と 。 不 足 の 場 合 は 、 追 加 用 紙 を 申 し 出 る こ と ）  

 

問 一  以 下 に ︑ 日 本 語 史 の 研 究 に 用 い ら れ る 資 料 ・ 資 料 群 を 示 す ︒ そ れ ぞ れ の 項 目 に つ い て ︑ 時 期 ︑ 特 徴 ︑ 日 本

語 史 上 の 位 置 付 け ︑ 読 み 取 れ る 言 語 現 象 な ど に 必 要 に 応 じ て 触 れ つ つ ︑ 説 明 し な さ い ︒  

︵ ア ︶ 続 日 本 紀  ︵ イ ︶ 抄 物  ︵ ウ ︶ 雑 兵 物 語  ︵ エ ︶ 音 曲 玉 淵 集  
 

問 二  次 の 資 料 は ﹃ 花 暦 八 笑 人 ﹄ の 一 部 で あ る ︒ ま ず ︑ こ の 資 料 に つ い て 知 る と こ ろ を 述 べ な さ い ︒ そ の う え で ︑

こ の 箇 所 か ら 着 想 で き る 日 本 語 史 の 研 究 課 題 を ︑ あ な た 自 身 の 問 題 意 識 ・ 関 心 ・ 研 究 計 画 な ど と 関 連 付 け て 論

じ な さ い ︒  
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（   六  枚 目 ／  六  枚 中 ）  
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